
教
育
後
援
会
員
・
保
護
者
の
皆
様
に
は

日
頃
か
ら
教
学
の
支
援
に
多
大
な
ご
援
助

を
い
た
だ
き
、厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。 

社
会
福
祉
学
部
1
学
科
か
ら
誕
生
し
た

福
科
大
は
現
在
5
学
部
6
学
科
の
規
模
ま

で
大
き
く
成
長
し
学
生
数
を
増
や
し
て
き

ま
し
た
、
新
学
部
で
あ
る
教
育
学
部
、
心

理
科
学
部
は
大
過
な
く
完
成
年
度
を
迎

え
、
本
年
度
末
に
は
最
初
の
卒
業
生
を
送

り
出
し
ま
す
。

私
た
ち
教
職
員
は
「
人
の
幸
せ
を
願

う
」
こ
こ
ろ
根
の
優
し
い
若
者
が
、
豊
か

な
教
養
や
専
門
職
に
必
要
な
知
識
や
資
格

を
確
実
に
取
得
で
き
る
よ
う
に
、
教
員
一

人
当
た
り
の
学
生
数
を
少
な
く
し
、
Ａ
Ａ

（
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
）
制

度
を
導
入
し
て
学
生
の
特
徴
を
見
極
め
な

が
ら
、
基
礎
力
養
成
講
座
や
受
験
対
策
講

座
な
ど
の
き
め
細
か
い
対
応
を
工
夫
し
て

い
ま
す
。
若
者
の
「
の
び
し
ろ
を
伸
ば

す
」
を
教
学
の
合
言
葉
に
し
て
い
る
か
ら

で
す
。

こ
の
よ
う
な
小
規
模
大
学
の
特
徴
を
生

か
し
た
取
り
組
み
の
成
果
と
し
て
、
平

成
30
年
度
卒
業
生
の
就
職
決
定
率
は
98
・

5
％
と
、
全
国
平
均
を
は
る
か
に
上
回
る

成
績
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
社

会
福
祉
士
国
家
試
験
の
合
格
者
数
は
63
名

と
全
国
で
17
位
、
管
理
栄
養
士
の
合
格
率

は
98
％
で
し
た
。
理
学
療
法
士
の
合
格
率

は
98
・
6
％
、
作
業
療
法
士
の
合
格
率
は

84
・
2
％
、
言
語
聴
覚
士
の
合
格
率
は

75
・
0
％
と
全
国
平
均
を
は
る
か
に
凌
駕

し
ま
し
た
。
養
護
教
諭
の
教
員
採
用
試
験

合
格
者
数
は
33
名
を
数
え
、
全
国
で
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
状
態
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
教
育
の
具
体
的
成
果
は
本
学
の

教
職
員
の
頑
張
り
が
生
み
出
し
て
お
り
、

私
は
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。
言
う
ま
で

も
な
く
、
教
職
員
が
頑
張
れ
る
の
は
後
援

会
の
サ
ポ
ー
ト
の
賜
物
で
す
。
改
め
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

福
科
大
教
職
員
は
卒
業
生
が
い
つ
ま
で

も
誇
れ
る
母
校
で
あ
り
続
け
る
よ
う
に
、

若
者
の
夢
の
実
現
に
向
け
て
、
実
直
に
教

育
研
究
活
動
に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。

大
学
の
ホ
ー
ム
・
ペ
ー
ジ
に
は
教
育
研

究
活
動
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
在
学

生
・
卒
業
生
に
関
す
る
情
報
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
是
非
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
致
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
教
育
後

援
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
6

月
1
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
総
会
に
お
き

ま
し
て
、
会
長
と
い
う
大
役
を
仰
せ
つ
か

り
ま
し
た
森
島
研
次
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

教
育
後
援
会
は
、
大
学
と
家
庭
と
の
連

携
を
緊
密
に
し
、
在
学
生
の
学
業
及
び

キ
ャ
リ
ア
形
成
へ
の
支
援
、
さ
ら
に
大
学

の
教
育
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に

平
成
17
年
に
設
立
さ
れ
、
以
来
、
保
護
者

の
皆
様
と
大
学
と
の
架
け
橋
と
な
り
、
将

来
を
担
う
人
材
育
成
の
一
翼
を
担
う
べ
く

活
動
を
推
進
し
て
参
り
ま
し
た
。
今
年
度

も
、
資
格
取
得
・
キ
ャ
リ
ア
形
成
・
就
職

活
動
な
ど
の
進
路
指
導
へ
の
支
援
、
福
利

厚
生
の
支
援
、
自
然
災
害
時
の
緊
急
支
援

に
加
え
、
家
計
急
変
時
の
奨
学
給
付
金
等

の
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

日
々
、
キ
ャ
ン
バ
ス
に
は
、
学
生
た
ち

の
笑
顔
が
集
い
、
挨
拶
の
声
が
響
い
て

お
り
ま
す
。
大
学
で
の
学
び
に
よ
り
、
心

を
豊
か
に
し
、
感
性
を
蓄
え
、
社
会
に
貢

献
で
き
る
人
材
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
大
学
と
保
護
者
が
手
を
携
え
、
志

を
持
っ
て
入
学
し
た
学
生
が
、
本
学
で
学

ぶ
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
、
将
来
を
見
据
え

て
有
意
義
な
学
生
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、

様
々
な
支
援
活
動
を
進
め
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。そ
し
て
、自
分
に
合
っ

た
進
路
選
択
を
さ
れ
、夢
の
実
現
に
向
け
、

卒
業
後
も
活
き
活
き
と
活
躍
さ
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
学
生
の
成
長
を
願
い
、
保
護
者

の
皆
様
と
大
学
の
連
携
を
図
り
交
流
を
深

め
る
た
め
、
本
学
・
高
松
市
・
和
歌
山
市
・

那
覇
市
に
て
、
教
育
後
援
会
を
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
先
生
方
と
の
個
別
面
談
会
や

卒
業
生
に
よ
る
体
験
談
、
講
演
会
、
就
職

状
況
の
説
明
会
等
が
行
わ
れ
ま
す
。
大
学

と
の
情
報
交
換
や
交
流
の
場
で
も
あ
り
ま

す
の
で
、
是
非
ご
参
加
頂
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今

後
と
も
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
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No.15

大
学
と
家
庭
の
連
携
を
密
に 

豊
か
な
学
び
の
支
援
を

教
育
後
援
会
　
会
　
長
　
森
島 

研
次  

の
び
し
ろ
を
伸
ば
す
教
育

　
　
関
西
福
祉
科
学
大
学
　
学
　
長
　
八
田 

武
志  
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去
る
6
月
1
日（
土
）大
学
4
号
館
1
階
大
講
義
室
に
於
い
て
、
令

和
元
年
度
関
西
福
祉
科
学
大
学
教
育
後
援
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。①

平
成
30
年
度
事
業
報
告（
案
）お
よ
び
決
算
報
告（
案
）、
②
令
和

元
年
度
役
員
人
事（
案
）、
③
令
和
元
年
度
事
業
計
画（
案
）お
よ
び
予

算（
案
）

以
上
の
審
議
事
項
は
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

す
で
に
会
員
の
皆
様
に
は
、「
報
告
書
」
と
し
て
発
送
し
て
お
り

ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
当
日
の
総
会
に
引
き
続
き
、
第
二
部
で
は
、
各
学
科
に
分

か
れ
て
の
学
科
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。
第
三
部
で
は
、
教
職

員
と
会
員
の
皆
様
と
の
懇
親
会
を
開
催
し
、
第
四
部
で
は
、
担
当
教

職
員
と
の
個
別
面
談
会
を
行
い
ま
し
た
。
延
べ
１
３
７
名
の
方
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
充
実
し
た
内
容
の
会
と
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
度
も
、
本
学
お
よ
び
那
覇
市
、
高
松
市
、
和
歌
山
市
の
四
会

場
で
教
育
懇
談
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
既
に
6
月
7
日（
水
）に

那
覇
市
、
10
月
26
日（
土
）に
は
本
学
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
教

職
員
と
の
個
別
面
談
会
、卒
業
生
の
体
験
談
、就
職･

資
格
セ
ミ
ナ
ー

を
行
い
ま
し
た
。
多
く
の
保
護
者
様
に
参
加
い
た
だ
き
、
好
評
の
う

ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

11
月
24
日（
日
）に
は
高
松
市
、
12
月
1
日
に
は
和
歌
山
市
で
開
催

い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

                                                

高
松
会
場　

リ
ー
ガ
ホ
テ
ル
ゼ
ス
ト
高
松

            （
Ｊ
Ｒ
高
松
駅
か
ら
徒
歩
10
分
）

　
　
　
　
　
　

令
和
元
年
11
月
24
日（
日
） 

10
：
30
～
15
：
00

和
歌
山
会
場  

ダ
イ
ワ
ロ
イ
ネ
ッ
ト
ホ
テ
ル
和
歌
山

（
南
海
本
線 

和
歌
山
市
駅
よ
り
徒
歩
8
分
）

　
　
　
　
　
　

令
和
元
年
12
月
1
日（
日
） 

10
：
30
～
15
：
00

教
育
懇
談
会
は
、
保
護
者
の
皆
様
と
大
学
教
職
員
と
の
交
流
・
懇

親
の
場
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、
日
頃
の
ご
子
弟
の
学
修
状
況
、

学
生
生
活
、
就
職
問
題
等
の
情
報
を
直
接
得
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重

な
機
会
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

1
．
学
生
の
学
業
お
よ
び
課
外
活
動
へ
の
助
成

　

⑴
褒
章
事
業

　
　
　

①
学
業
優
秀
者
表
彰

　
　
　

②
学
術
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
奨
励
賞

　
　
　

③
社
会
貢
献
活
動
表
彰
等

　

⑵
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
等
強
化
・
育
成
事
業

　

⑶
学
友
会
活
動
の
助
成
・
支
援
事
業

　

⑷
図
書
館
事
業
に
係
る
助
成

　

⑸
海
外
研
修
制
度
の
助
成　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2
．
学
生
の
進
路
指
導
へ
の
助
成

　

⑴
資
格
取
得
に
向
け
た
学
習
活
動
へ
の
助
成

　

⑵
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
係
る
自
己
啓
発
へ
の
助
成
事
業

　

⑶
就
職
活
動
に
係
る
支
援
事
業

3
．
学
生
の
福
利
厚
生
を
支
援
す
る
た
め
の
事
業

　

⑴
学
内
に
お
け
る
緊
急
的
な
病
気
・
ケ
ガ
等
に
対
す
る
助
成

　

⑵
学
生
総
合
保
険
の
内
容
充
実
支
援

　

⑶
学
生
の
健
康
管
理
助
成

　

⑷
施
設
・
備
品
等
の
充
実
助
成

4
．
自
然
災
害
等
に
よ
る
学
生
の
家
計
急
変
に
対
す
る
支
援
事
業

　

⑴
家
計
急
変
に
よ
る
生
活
困
窮
学
生
へ
の
奨
学
金
制
度

　

⑵
災
害
救
助
法
適
用
地
域
の
学
生
支
援
制
度

5
．
本
学
と
会
員
相
互
の
連
携
を
図
る
事
業

　

⑴
教
育
後
援
会
総
会
の
開
催

　

⑵
教
育
懇
談
会
の
開
催
（
本
学
及
び
地
方
に
て
開
催
）

　

⑶
教
育
後
援
会
広
報
誌
の
発
行

　

⑷
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
充
実

　
6
．
そ
の
他
本
会
が
必
要
と
認
め
た
事
業

　

⑴
地
域
社
会
連
携
事
業
へ
の
支
援
及
び
助
成

　

⑵
教
員
の
学
術
・
教
育
研
究
及
び
職
員
の
研
修
に
係
る
助
成

　

⑶
同
窓
会
と
の
相
互
連
携
に
係
る
事
業

令
和
元
年
度　

総　

会

教
育
懇
談
会
開
催
報
告

令
和
元
年
度　

事
業
計
画

本学会場

沖縄会場

総　会

総　会

懇親会
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社
会
福
祉
学
科
で
は
、
社
会
福
祉
援
助
技

術
現
場
実
習
指
導
Ⅲ
を
履
修
し
て
い
る
学
生

が
夏
季
休
暇
中
を
利
用
し
、
社
会
福
祉
施
設
・

機
関
に
出
向
い
て
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
実

習
期
間
中
は
、
実
習
指
導
担
当
教
員
が
定
期

的
に
実
習
施
設
・
機
関
に
出
向
い
て
巡
回
指

導
を
行
う
と
と
も
に
、「
帰
校
日
」
を
設
け

て
大
学
で
の
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
帰
校
日
」
指
導
で
は
、
実
習
指
導
担
当

教
員
と
実
習
生
に
よ
る
個
別
指
導
に
加
え

て
、
他
の
実
習
生
と
の
意
見
・
情
報
交
換
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
年
も
実
習
中
に

気
づ
い
た
福
祉
職
の
面
白
さ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー

と
し
て
自

分
が
高
め

て
い
き
た

い
技
術
な

ど
、
大
学

で
学
ん
だ

知
識
と
実

践
を
繋
げ

て
い
く
た

め
の
議
論

が
活
発
に

行
わ
れ
ま

し
た
。

学
生
た
ち
か
ら
は
、「
実
習
先
に
よ
っ
て

学
ん
で
い
る
内
容
が
違
っ
て
勉
強
に
な
り
ま

し
た
」、「
仲
間
た
ち
と
自
分
の
悩
み
や
課
題

を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
心
が
軽
く
な

り
ま
し
た
。
残
り
の
実
習
、
が
ん
ば
っ
て
乗

り
切
り
ま
す
」
と
前
向
き
な
言
葉
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

学
生
た
ち
の
福
祉
マ
イ
ン
ド
が
醸
成
さ
れ

成
長
し
て
い
く
姿
を
見
る
の
は
、
教
職
員
に

と
っ
て
も
非
常
に
嬉
し
い
も
の
で
す
。
今
後

も
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
継
続
的
な
指
導

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

社
会
福
祉
学
科

心
理
科
学
部
の
精
神
保
健
福
祉
援
助
演
習

や
実
習
指
導
の
授
業
で
は
、
精
神
科
病
院
・

障
害
者
支
援
施
設
の
精
神
保
健
福
祉
士
や
精

神
障
害
の
当
事
者
（
利
用
者
）
に
支
援
の
実

際
や
体
験
談
を
語
っ
て
い
た
だ
く
機
会
を
複

数
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
体
験
談
の
言
葉
一

つ
ひ
と
つ
に
耳
を
傾
け
、
当
事
者
と
学
生
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
も
一
緒
に
考
え
、
学

び
を
深
め
る
大
切
な
機
会
で
あ
る
と
感
じ
ま

す
。実

践
現
場
で
働
く
精
神
保
健
福
祉
士
の
話

を
受
け
て
、
学
生
か
ら
は
「
専
門
職
が
自
己

覚
知
を
す

る
こ
と
の

重
要
性
が

よ
く
わ

か
っ
た
」、

「
自
分
の

中
の
偏
見

（
精
神
疾

患
に
対
す

る
）
を
認

め
る
こ
と

も
大
切
だ

と
気
付
い

た
」、「
日

本
の
現
状

（
精
神
障

害
者
の
長

期
入
院
）

を
変
え
た

い
と
あ
ら

た
め
て
感

じ
た
、
こ

れ
か
ら
さ

ら
に
頑

張
っ
て

勉
強
し
た

い
」、「
ご
本
人（
患
者
）の
言
葉
の
背
景
や
意

味
を
十
分
汲
み
取
り
支
援
す
る
た
め
の
聴
く

力
が
必
要
」「
相
手
に
伝
え
る
力
、
自
分
の

思
い
を
言
語
化
す
る
こ
と
が
必
要
」
等
の
感

想
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
精
神
障
害
当
事

者
か
ら
は
、
最
近
起
こ
っ
た
精
神
障
害
者
が

関
わ
る
事
件
に
関
す
る
報
道
の
あ
り
方
、
保

護
室
（
精
神
科
病
院
）
の
役
割
、ピ
ア
サ
ポ
ー

ト
の
効
果
他
、
体
験
談
や
問
題
提
起
を
含
め

た
話
を
聞
き
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
貴
重
な
経
験
を
今
後
の
精

神
保
健
福
祉
士
の
実
習
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

ク
実
践
に
活
か
し
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

（
心
理
科
学
部
・
木
村
志
保
）

精
神
保
健
福
祉
援
助
実
習
指
導
に
お
け
る
学
び

～
精
神
保
健
福
祉
士
や
当
事
者
か
ら
体
験
談
を
聞
く
機
会
を
通
じ
て
～

社
会
福
祉
援
助
技
術
現
場
実
習
指
導

～
学
び
を
振
り
返
り
、分
か
ち
合
う
大
切
さ
～

心
理
科
学
科
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健
康
科
学
科

本
年
8
月
10
日（
土
）、
第
17
回
関
西
福
祉

科
学
大
学
公
開
講
座
「
養
護
教
諭
の
実
践
力

を
培
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
成
果
と
課

題
」
を
開
催
し
、
94
名
の
方
々
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

健
康
診
断
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
本
学
の
地

域
連
携
公
認
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
柏
原
市
教

育
委
員
会
と
市
内
の
小
学
校
・
中
学
校
・
幼

稚
園
と
連
携
し
て
実
施
し
て
い
る
事
業
で
あ

り
、
本
年
で
ち
ょ
う
ど
10
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
そ
こ
で
、本
学
の
斉
藤
教
授
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
と
し
て
学
外
か
ら
４
名
の
シ
ン
ポ
ジ

ス
ト
を
お
迎
え
し
、
養
護
教
諭
の
実
践
力
育

成
に
向
け
て
、
こ
の
活
動
の
成
果
と
課
題
を

共
有
す
る
機
会
と
し
ま
し
た
。

大
川
尚
子
氏（
京
都
女
子
大
）に
は
、
本
事

業
の
ス
タ
ー
ト
に
携
わ
っ
た
養
成
機
関
側
の

ご
経
験
か
ら
、
安
田
典
子
氏（
柏
原
市
教
育

委
員
会
）に
は
、
学
校
現
場
及
び
大
学
の
ニ
ー

ズ
を
捉
え
た
う
え
で
教
育
委
員
会
の
視
点
か

ら
、
金
碇
な
ぎ
さ
氏（
同
教
育
委
員
会
）に
は
、

現
職
養
護
教
諭
と
し
て
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
受
け
入
れ
た
ご
経
験
か
ら
、
新
子
寿
一
氏

（
同
教
育
委
員
会
教
育
長
）に
は
行
政
の
お
立

場
か
ら
ご
提
言
い
た
だ
き
ま
し
た
。
健
康
診

断
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
て
、
学
生
は
養
護

教
諭
の
職
務
を
学
び
、
子
ど
も
理
解
が
深

ま
っ
た
こ
と
、
健
康
診
断
業
務
に
つ
い
て
の

知
識
・
技
術
の
習
得
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
な

ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

第
17
回
関
西
福
祉
科
学
大
学
公
開
講
座

「
養
護
教
諭
の
実
践
力
を
培
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
成
果
と
課
題
」

給
食
経
営
管
理
論
実
習
室
が

新
し
く
な
り
ま
し
た

福
祉
栄
養
学
科

以
前
は
1
階
に
あ
っ
た
給
食
経
営
管
理
論
実
習
室
を
同
じ
建
物
の
4
階
へ
移
転
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
し
た
。
4
階
窓
か
ら
眺
め
る
景
色
は
、
ぶ
ど
う
畑
と
山
並
み
で
あ
り
、
柏
原
市
ら
し

い
風
景
で
す
。
今
回
の
改
修
は
「
欧
州
の
古
城
を
改
築
し
た
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
」
が
カ
ラ
ー
テ
ー

マ
で
す
。
う
す
暗
い
石
壁
を
抜
け
て
広
が
る
、
明
る
い
コ
ー
ト
ヤ
ー
ド
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
し
た

（
福
祉
栄
養
学
科
公
式T

w
itter

で
、
大
学
広
報
室
が
作
成
し
た
美
し
い
動
画
を
ご
覧
下
さ
い
）。

機
器
は
す
べ
て
最
新
式
で
す
。
給
食
経
営
管
理
論
実
習
の
担
当
教
員
で
あ
る
坂
口
先
生
と
実

習
室
助
手
の
意
見
が
隅
々
に
ま
で
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
か
げ
で
、
学
生
が
ス
ム
ー
ス
に
実
習
を
行
い
、
自
信
を

得
た
様
子
は
見
て
い
る
だ
け
で
伝
わ
り
ま
し
た
。
ハ
ー
ド

ウ
ェ
ア
の
改
修
が
学
生
の
「
の
び
し
ろ
」
を
伸
ば
し
て
、

成
長
さ
せ
る
事
実
は
、
我
々
に
と
っ
て
も
新
鮮
で
あ
り
ま

し
た
。

ま
た
、
新
し
く
な
っ
た
実
習
食
堂
を
活
用
し
て
、
健
康

教
育
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
計
画
し
て
お
り
、
学
生
が
参
画

す
る
「
生
活
習
慣
病
予
防
を
目
的
と
し
た
健
康
食
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
同

じ
フ
ロ
ア
へ
日
本
酒
や

ワ
イ
ン
の
「
醸
造
プ
ラ

ン
ト
」
を
構
築
す
る
予

定
で
あ
り
、
学
ん
で
楽

し
い
！
体
験
・
経
験
が

学
び
へ
繋
が
る
！
将
来

に
活
き
る
！
教
育
・
研

究
を
通
じ
た
学
生
主
体

の
「
の
び
し
ろ
発
見
」

へ
期
待
し
て
い
ま
す
。

福祉栄養学科 Twitter
の QR コード
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教
育
学
科

昨
年
度
、
教
育
学
科
子
ど
も
教
育
専
攻
2

年
生
の
一
部
の
学
生
（
図
画
工
作
担
当
の
湯

川
准
教
授
が
指
導
す
る
学
生
6
名
）
は
、
基

礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅲ
・
Ⅳ
の
授
業
を
通
し
て
絵

本
作
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

春
学
期
の
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅲ
の
時
間

に
、
今
年
の
活
動
と
し
て
絵
本
作
り
を
し
よ

う
と
決
め
た
後
、
各
自
が
絵
本
を
100
冊
読
ん

で
読
書
日
記
を
作
成
し
ま
し
た
。
読
ん
だ
絵

本
は
幼
児
の
表
現
領
域
に
か
か
わ
る
「
色
」

「
か
た
ち
」「
音
」「
言
葉
」
な
ど
を
テ
ー
マ

に
選
ば
れ
た
100
冊
で
す
。
絵
本
を
読
み
な
が

ら
、
そ
の
世
界
に
浸
り
、
感
想
を
発
表
し
あ

う
中
で
、
次
第
に
自
分
が
作
り
た
い
お
話
や

絵
の
イ
メ
ー
ジ
を
固
め
て
ゆ
き
ま
す
。

続
い
て
ラ
フ
ス
ケ
ッ
チ
（
ラ
フ
）
を
描
き

ま
す
。
物
語
の
流
れ
や
構
成
、
ど
ん
な
絵
に

す
る
か
、
材
料
は
何
に
す
る
か
な
ど
、
細
か

な
点
ま
で
こ
の
ラ
フ
の
段
階
で
決
め
て
ゆ
き

ま
す
。

こ
う
し
た
過
程
を
経
て
、
秋
学
期
の
基
礎

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅳ
の
授
業
で
い
よ
い
よ
本
番
の

絵
本
制
作
で
す
。
一
人
一
人
が
絵
本
を
1
冊

完
成
さ
せ
る
の
で
す
か
ら
、
15
回
の
授
業
時

間
で
は
か
な
り
厳
し
い
で
す
が
、
ラ
フ
の
時

点
で
綿
密
に
計
画
を
立
て
て
い
る
た
め
、
作

業
は
比
較
的
滞
り
な
く
進
み
ま
し
た
。
学
生

そ
れ
ぞ
れ
が
個
性
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
と
絵
を

工
夫
し
な
が
ら
制
作
に
い
そ
し
み
ま
し
た
。

  完
成
作
品
は
今
年
の
7
月
か
ら
11
月
ま

で
、
大
学
図
書
館
で
展
示
さ
れ
、
本
学
学
生

や
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
て
く
れ
た
来

場
者
の
皆
さ
ま
に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ⅲ
・
Ⅳ
で
絵
本
作
り

国
家
試
験
対
策
に
つ
い
て

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
で
は
、
来
年

2
月
の
国
家
試
験
に
向
け
て
受
験
対
策
が
始

動
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
は
各
専
攻
の
活
動

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

理
学
療
法

学
専
攻
で

は
、
4
月
か

ら
本
格
的
な

国
家
試
験
対

策
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
て
い

ま
す
。
毎
日

の
小
テ
ス
ト

や
少
人
数
で

の
グ
ル
ー
プ

学
習
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
朝
9
時
か
ら
夕

方
6
時
ま
で
必
死
に
勉
強
を
続
け
て
い
ま

す
。
今
年
こ
そ
は
、
学
生
・
教
員
が
一
丸
と

な
っ
て
、
悲
願
で
あ
る
『
全
員
合
格
』
を
勝

ち
取
り
ま
す
。

作
業
療
法
学
専
攻
で
は
、
毎
年
、
国
家
試

験
合
宿
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は

3
回
を
予
定
し
て
お
り
、
第
1
回
目
の
合
宿

は
9
月
17
日
か
ら
2
泊
3
日
で
実
施
し
ま
し

た
。
合
格
の
す
る
た
め
に
は
、
知
識
だ
け
で

な
く
、
集
中
力
と
体
力
が
重
要
で
す
。
こ
の

時
期
に
1
日

12
～
15
時
間

学
習
す
る
こ

と
で
、
勉
強

に
取
り
組
む

姿
勢
が
培
わ

れ
ま
す
。

4
年
生
の
秋
学
期
に
は
、
国
家
試
験
対
策

も
本
番
と
な
り
ま
す
。
今
ま
で
積
み
上
げ
て

き
た
知
識
を
、
国
試
対
策
授
業
で
磨
き
を
か

け
、
模
擬
試
験
で
実
力
を
試
し
な
が
ら
、
実

力
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。
机
の
上
に
は
、
沢

山
の
参
考
書
や
学
修
ノ
ー
ト
を
積
み
、
集
中

し
て
記
憶
し
た
り
、
友
人
と
問
題
を
出
し

合
っ
た
り
、
充
実
の
時
間
が
流
れ
て
い
ま

す
。
勉
強
会

に
積
極
的
に

参
加
し
不
得

意
科
目
の
克

服
を
目
指
し

て
国
家
試
験

対
策
の
学
修

に
励
ん
で
い

ま
す
。

理
学
療
法
学
専
攻

「
目
指
せ
！
全
員
合
格
」

作
業
療
法
学
専
攻

「
100
％
合
格
の
た
め
に
…
国
家
試
験
合
宿
」

言
語
聴
覚
学
専
攻

「
国
家
試
験
に
向
け
て
」
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福祉栄養学科

臨床心理学科

健康科学科

社会福祉学科

就職決定者の業種内訳

大学全体 社会福祉学科 臨床心理学科 健康科学科 福祉栄養学科 リハビリテーション学科
卒 業 者 数 513 180 49 82 76 126
就職希望者数 474 165 43 77 76 113
就 職 者 数 467 161 41 76 76 113
就 職 率 98.5% 97.6% 95.3% 98.7% 100.0% 100.0%
進 学 者 数 16 7 6 3 0 0

リハビリテーション学科（作業療法学専攻）リハビリテーション学科（理学療法学専攻）

平成 30年度卒業生の就職状況につきましてご報告致します。
大学全体の就職率（就職希望者に占める就職者の割合）は 98.5％と、例年同様全国の大学就職率

（97.6％※1）を上回る就職率となりました。
学科別では、社会福祉学科 97.6％、臨床心理学科 95.3％、健康科学科 98.7％、福祉栄養学科
100.0％、リハビリテーション学科 100.0％となっております。平成 30年度も多くの卒業生が、学
科での学びを活かすことのできる就職先に就くことができました。
また、卒業生全体に占める就職者の割合は、全国平均が 74.2％（※1）なのに対し 91.0％と 16.8
ポイントも上回っており、本学の就職率の強さが表れる結果となっています。

※１）文部科学省大学等卒業者の就職状況調査（令和元年5月17日）より

平成30年度　就職状況について
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国家試験合格状況 リハビリテーション学科（言語聴覚学専攻）

受験者 合格者 合格率
本 学 70名 69名 98.6%
全 国
（うち新卒）

12,605 名
（10,608 名）

10,809 名
（9,845 名）

85.8％
（92.8％）

受験者 合格者 合格率
本 学 20名 15名 75.0%
全 国 2,367 名 1,630 名 68.9%

受験者 合格者 合格率
本 学 38名 32名 84.2%
全 国
（うち新卒）

6,358 名
（5,137 名）

4,531 名
（4,108 名）

71.3％
（80.0％）

理学療法士国家試験� （H31.2.24・25 実施）

言語聴覚士� （H31.2.16 実施）
作業療法士国家試験� （H31.2.24・25 実施）

K-SI（関西福祉科学大学サプリメンタル・
インストラクション）の取り組みについて

受験者 合格者 合格率
本 学 50名 49名 98.0%
全 国 17,864 名 10,796 名 60.4%

管理栄養士国家試験� （H31. 3.3実施）

社会福祉士 63名合格（全国192校中17位）

精神保健福祉士 15名合格（全国 80校中23位）

社会福祉士・精神保健福祉士国家試験
（H31. 2.2・3 実施）

大学では、昨年度より上記の取り組みを始めました。学生による学生のサポート事業であり、主と

して英語や国語等の学習で困ったことを、先輩に相談して一緒に考えていく取り組みです。研修を受

けた 2・3年生が、1年生を中心とする相談者に親身に向かい合います。

昨年は先輩の時間割をもとに毎日 1コマ設定していましたが、今年度は、月曜から金曜のお昼休み

に図書館の中にあるラーニングコモンズにて行います。時間と場所を固定しているので、参加しやす

くなりました。

困ったときは勇気を出して聞きに来てくださ

ると、きっといい方法が見つかります。優しい

先輩が毎日数名スタンバイしています。

わからないと決めつけず、先輩にサポートし

てもらい、得意なこと増やしていきませんか。

その他の病院
86.7％

公立病院 13.3％

学生サポーター（一部）

精一杯
がんばります！
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第15号　令和元年11月発行

新しい講義室・校舎の紹介
現在、本学では学生の学修環境を確保するため、講義室や自習室の増築・整備に取り組んでいます。今

年度春学期には、学園本館 1階に新たに 2つの中講義室が完成しました。
また短大 1号館横に「感恩館（仮）」という新校舎が来年の春に完成予定です。「感恩館（仮）」の 1階
は大学事務局（教務部、学生支援センター）、2、3階はラーニングコモンズ、4～ 6階は講義室が設けら
れます。2、3階のラーニングコモンズには、空間を自由に使って学修やイベント等を行うことができる『コ
ラボレーションエリア』、個人で集中して学修できる『パーソナルスタディエリア』、ゼミ学修や会議等に
最適な『プレゼンテーションルーム』を設ける予定です。4～ 6階には、プレゼンテーションに適した講
義室や、机と椅子のないフローリングの講義室等、アクティブラーニングに対応することができる講義室
を設置し、様々な学修用途に合った環境作りを目指します。
ぜひ学生の皆さんに学園内の学修環境を活用していただき、学修意欲や学力の向上に役立てていただき
たいと思います。

学園本館 1階 102 講義室

感恩館 2階ラーニングコモンズ（※イメージ図）

感恩館（※イメージ図）

感恩館 4階大講義室（※イメージ図）


